
























































































第 2の事例はAVT Natural Products Limited である。同社は、教育、スキル開発、インフラ開発の3
つに重点をおいている。筆者は同社が実際に支援している地元小学校を訪問した。英語教育講師の手配と
運営資金支援、校庭内遊具の設置、昼食場やトイレの設置などを行っていた。
第 3の事例はManappuram Finance である。同社は自社が設立した財団Manappuram Foundation を
通じて CSR活動を展開している。教育、ヘルスケア、女性活躍支援、高齢者支援、環境の 5つを活動の
柱に据えている。
いずれの企業もCSR活動を一つのビジネスモデルとして運営を試みているが、課題もある。とくに
CSR活動に先立つニーズアセスメントの方法と活動実施後の評価の方法については、各社とも試行錯誤の
段階にある。今後の課題はさらなる事例研究の調査と日系企業に対する知見の導出である。
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第322回　研究発表会（平成30年1月24日）
前　段〔司会：塩田　眞典 教授〕
1．発表者　新宮　潔 准教授
2．演　題　関西弁とその外国語訳について
　　　　　　　──村上春樹の独・英訳をてがかりに──
3．要　旨
京都に生まれ、阪神間（西宮・芦屋・神戸）で育った村上春樹は、初期作品の舞台が阪神間であるにも
かかわらず、登場人物にまったく関西弁を使用させなかった。自身をモデルとしたと思われる主人公が登
場する作品群（『ノルウェイの森』『国境の南・太陽の西』『イエスタディ』など）においても、その人物
に関西弁を使わせない。しかしながら、『アフターダーク』と『イエスタディ』においてようやく関西弁
話者が登場し、言葉の使われ方もネィティヴ作家ならではの見事なものであり、関西弁ネィティヴの読者
を違和感なく作品に引き込んでくれる。そして、これらの関西弁による発話が、外国語訳ではどのように
扱われているのかという点に焦点を絞って考察したのが今回の発表の主たる内容である。
ふたつの作品の関西弁話者は、一人が大阪で犯罪に手を染め、闇社会から追われながら身を隠して働く
女性。もう一人は生まれも育ちも東京であるにもかかわらず、タイガース熱か高じて、後天的に関西弁を
習得した男性。結論的には、英語やドイツ語に女言葉・男言葉の区別があるわけではないので、彼女と彼
の発話に表れる特徴は、ある程度くだけた下町風の言い回しが英訳に確認できる程度であった。作中発話
者が完璧な関西弁を話すと語られるものの、英語・ドイツ語としては標準的な言葉といえるものある。
じっさい、英語やドイツ語において関西弁に相当するような「方言」が存在しうるのかという問題、つ
まり歴史的にながく都であった地域の、本来は日本語の基準であった言葉が、急速な近代化の過程で標準
語（共通語）にとっては方言とされてしまったような、そういう言葉が存在しないことが、とりわけ豊か
な方言文化が生きているドイツ語の翻訳においてさえ、標準語話者と関西弁話者との言葉にそれぞれの特
徴付けをしなかった理由として想定できるだろう。
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会　　報
第322回　研究発表会（平成29年1月24日）
後　段〔司会：佐野　茂 教授〕
1．発表者　東山　明子 教授
2．演　題　パーソナリティ特性からみたリーダー資質
3．要　旨　
リーダー資質について 2つの研究報告を行った。まず、リーダーシップを発揮するリーダー資質を明ら
かにするために、リーダー経験の有無とパーソナリティの関係をアンケート調査と性格検査によって検討
した（研究Ⅰ）。次に PM型リーダーシップが発揮されるパーソナリティ特性を明らかにするために戦績
と幹部陣の性格検査との関係について検討した（研究Ⅱ）。性格検査にはYG性格検査と内田クレペリン
検査法を用いた。
研究Ⅰ：一般大学生を対象に、質問紙によるリーダー経験の有無・回数・時期や重要度等の調査とYG
検査の性格類型、△印（どちらでもない）選択数、各尺度％および内田クレペリン検査の類型、作業量、
曲線特徴（発動性、可変性、亢進性）の関係を検討した。リーダーパーソナリティの特徴として、心的エ
ネルギーが高いこと、情意が環境の影響を受けにくく動じにくいこと、自己を理解していること、じっく
りよく熟考するが行動力もあること、等が示された。さらにリーダーには 2つのタイプが見られ、一つは
心的エネルギーの高いタイプであり、自発性が高く取り掛かりが速いが持久性に乏しく、短期間で多くの
成果を出す場合に有効と考えられた。もう一つは心的エネルギーの高くないタイプであり、物事への取り
掛かりや進め方は速くないが粘り強く堅実で慎重であり、ゴールまでが長期間である場合に有効であると
考えられた。
研究Ⅱ：ある大学球技チームの11年間のデータから大学日本一の年とそうではない年の幹部陣のYG性
格検査と内田クレペリン検査の類型、作業段階、精神健康度、曲線傾向について比較検討した。最後まで
勝ち切りチームを頂点まで率いるためには、個性派や協調派であること（堅実派や活動派ではないこと）、
心的エネルギー水準が高いこと、自己を知り決断が速く迷いがないことが、トップチームのリーダー資質
として必要であることが示唆された。
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